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令和４年度 

第２３回和歌山市農業委員会議事録 

 

日 時  令和４年５月１３日（金曜日） １３時００分 開会 

場 所  和歌山市農業委員会議室 

 

議案第１号 相続税の納税猶予に関する適格者証明願について 

議案第２号 農地法２条の農地でない旨の証明願について 

議案第３号 農地法第３条の規定による許可申請について 

議案第４号 事業計画変更申請に対する意見について 

議案第５号 農地法第５条第１項の規定による許可申請に対する意見について 

議案第６号 農用地利用集積計画について 

報告事項 農地法第３条の３第１項の規定による届出について 

報告事項 農地賃貸借契約等登録台帳の賃借人名義変更について 

報告事項 農地法第１８条第６項の規定による通知について 

報告事項 認定電気通信事業者の行う中継施設等の設置について 

報告事項 農地法第４条第１項の規定による農地転用届出について 

報告事項 農地法第５条第１項の規定による農地転用届出について 

報告事項 農用地利用配分計画の認可について 
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出席委員（１８名） 

１番 湯川 德弘 

２番 辻本 傑 

３番 笠野 喜久雄 

４番 山本 茂樹 

５番 藤田 城司 

６番 古川 祐典 

７番 土橋 ひさ 

８番 谷河 績 

  ９番 吉中 雅三 

１０番 中村 弘 

 

 

 

 

出席職員 

  農業委員会事務局 

   局   長 奥谷 知彦 

課   長 中村 保 

副 課 長 藤田 誠一 

班   長 中居 一樹 

   企 画 員 西森 和子 

   事務副主査 殿元 輝之 

    

    

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２番 大河内 壽一 

１３番 曽根 光彦 

１４番 岩橋 章 

１５番 丸山 勝 

１６番 中尾 友紀 

１７番 坂東 紀好 

１８番 吉川 松男 

１９番 岩橋 章博 
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１３時００分 開会 

◆奥谷局長 それでは定刻となりましたの

で、ただいまから第２３回農業委員会総会

を開催いたします。 

報告事項につきましては、議案書１６ペー

ジ以降に掲載していますので、ご確認くだ

さい。 

それでは、谷河会長よろしくお願いしま

す。 

◆会長（谷河 績）それでは、ただいまよ

り、第２３回農業委員会総会を開会いたし

ます。 

 出席委員は１９名中１８名で、定足数に

達しておりますので、総会は成立していま

す。 

去る４月２８日、山本委員、古川委員、

大河内委員によりまして現地調査並びに事

情聴取が行われています。 

後ほど報告方よろしくお願いします。 

なお、廣井委員から都合により欠席したい

旨連絡がありましたので、ご報告いたしま

す。 

また、農業委員会会議規則第１７条第２

項に規定する議事録署名委員は、中村委員、

大河内委員にお願いします。 

 それでは議案の審議を始めさせていただ

きます。 

議案第１号 相続税の納税猶予に関する

適格者証明願について、提案いたします。 

◆中居班長 番外、説明します。 

本件は、租税特別措置法第７０条の６第１

項の規定による相続税納税猶予に関する適

格者証明書の申請が１件あったものです。 

相続人から、耕作を継続する旨の誓約書が

添付されております。以上です。 

◆会長（谷河 績）議案第１号について、

説明が終わりましたが、この議案について、

何かご意見、ご質問ございませんか。 

「異議なし、との声」 

ご意見、ご質問がないようでございますの

で、議案第１号は可決と決定しました。 

議案第２号 農地法第２条の農地でない

旨の証明願について、提案いたします。 

◆殿元副主査 番外、説明します。 

本件につきましては、非農地証明の交付基

準に基づき、証明願の提出が１５件ござい

ました。 

・№１ 昭和５４年頃から工場として利用

している。 

・№２ 平成１０年頃から宅地の一部とし

て利用している。 

・№３ 昭和４１年頃から山林となってい

る。 

・№４ 昭和４６年頃から用悪水路として

利用している。 

・№５ 昭和５３年頃から農業用倉庫及び

駐車場として利用している。 

・№６ 平成５年頃から倉庫として利用し

ている。 

・№７ 昭和４７年頃から農業用道路とし

て利用している。 

・№８ 昭和４７年頃から農業用道路とし

て利用している。 

・№９ 平成１４年頃から山林となってい

る。 

・№１０ 昭和３５年頃から用悪水路とし

て利用している。 

・№１１ 平成１２年頃から公衆用道路の

一部として利用している。 

・№１２ 昭和５８年頃から公衆用道路と

して利用している。 

・№１３ 昭和１１年頃から宅地として利
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用している。 

・№１４ 約１９０年前から宅地として利

用している。 

・№１５ 昭和４１年頃から倉庫及び駐車

場として利用している。 

これらは、非農地証明の交付条件（５）

の土地であり、（７）から（９）の条件を

満たしていると思われます。以上です。   

◆会長（谷河 績）議案第２号について、

説明が終わりましたが、この議案について、

何かご意見、ご質問ございませんか。 

（異議なし、との声） 

ご意見、ご質問がないようでございますの

で、議案第２号は可決と決定しました。 

議案第３号 農地法第３条の規定による

許可申請について、提案いたします。 

 最初に、Ｎｏ.２を先議とさせていただ

きます。吉中委員一時退席お願いします。 

・・・・吉中委員退席・・・・ 

◆殿元副主査 番外、説明します。 

当案件は、調査の結果、耕作等に支障が

ないこと、当該農地の権利を取得しようと

する者は、下限面積要件を満たし、その取

得後において全ての農地を効率的に耕作し、

農作業に常時従事すると認められるなど、

農地法第３条第２項各号には該当せず、許

可要件の全てを満たしていると思われます。 

以上です。 

◆会長（谷河 績）議案第３号Ｎｏ.２に

ついて説明が終わりましたが、この議案に

ついて、何かご意見、ご質問ございません

か。 

◆２番（辻本 傑）この譲受人は、どこで

農業しているのか。 

◆殿元副主査 番外、この譲受人は、親御

さんの所に週３～４日やって来て、農業に

従事しているとのこと。将来的には主体的

に従事すると聞いています。 

◆会長（谷河 績）他にご意見、ご質問ご

ざいませんか。 

「異議なし、との声」 

ご意見、ご質問がないようでございますの

で、議案第３号Ｎｏ.２は可決と決定しま

した。 

・・・・吉中委員着席・・・・ 

 次に、Ｎｏ.２以外について、説明願い

ます。 

◆殿元副主査 番外 続けて、Ｎｏ.２以

外の案件について説明します。 

これらの案件は、調査の結果、耕作等に

支障がないこと、当該農地の権利を取得し

ようとする者は、下限面積要件を満たし、

その取得後において全ての農地を効率的に

耕作し、農作業に常時従事すると認められ

るなど、農地法第３条第２項各号には該当

せず、許可要件の全てを満たしていると思

われます。 

なお、№３は議案第６号「農用地利用集

積計画について」№４と関連で、また、利

用権の解約によって返ってくる農地、利用

権の設定によって増える農地を全て合算し

て下限面積をクリアしましたが、もともと

の耕作面積が過小であったため、現地調査

及び事情聴取を行っております。 

これについて担当委員から報告があります。

以上です。 

◆会長（谷河 績）Ｎｏ．３につきまして、

現地調査並びに事情聴取を行っていますの

で山本委員さん報告願います。 

◆４番（山本 茂樹) 議案第３号Ｎｏ．

３について説明します。農地法第３条の規

定による許可申請です。 
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４月２８日（木）に大河内委員、古川委

員、事務局職員と共に現地調査並びに事情

聴取を行いました。 

申請者及び申請地は議案書のとおりです。 

今回、面積が３８２㎡の農地で現地調査

の対象になった理由は、事前に申請の相談

に事務局へ来られた時に、所有農地の一部

に自分が経営する会社の資材置場として違

反転用があること、自己所有の農地を利用

権で他人に貸していること、又、下限面積

が足らないこと、それら３つを是正してか

ら申請するように指導していたところ、申

請が上がって来てから、事務局職員が現地

を調べたところ、問題の箇所がすべて是正

されていましたが、念のために農業委員に

も調査をした方が確実なので現地調査の対

象にしたためでした。 

現地調査をしたところ、違反転用の部分

は資材が撤去されて、畝立てされた畑にな

っておりました。違反転用に至った理由を

聞いた所、親が違反転用状態にしていたこ

とを知らなかったということでした。又、

自己所有農地を利用権で他人に貸していた

農地は先月の１４日に解約済でした。下限

面積の不足分は新たに利用権設定で借り受

けると言う農地は今回の議案第６号Ｎｏ４

の申請のとおりです。 

申請者が経営している会社（・・・）は

いずれ息子に譲り、自分は農業に力を入れ

ていこうと計画をたてているとのことです。

問題はないと思いますが、皆様の慎重な審

議をお願いします。 

◆会長（谷河 績）ありがとうございまし

た。議案第３号Ｎｏ.２以外について、説

明、報告が終わりましたが、この議案につ

いて、何かご意見、ご質問ございませんか。 

「異議なし、との声」 

ご意見、ご質問がないようでございますの

で、議案第３号Ｎｏ.２以外は可決と決定

しました。 

議案第４号 事業計画変更申請に対する

意見について、提案いたします。 

◆殿元副主査 番外、説明します。 

申請地の場所を示した簡易地図を議案と共

に配布していますので合わせてご覧くださ

い。 

№1 申請地は、・・・、小倉小学校から・

・・に位置し、おおむね１０ヘクタール以

上の規模の一団の農地の区域内にあるため

第１種農地に該当しますが、沿道区域に設

置される流通業務施設に該当し、不許可の

例外に該当します。申請人は、有田市に拠

点を置く法人で、全国各地へ・・・関係等

を扱う・・・です。事業を拡張するにあた

って、インターに近く道路幅が広いこと、

当市の社員も多く通勤時間の短縮になるこ

と、まとまった土地であること等の理由か

ら当該申請地を露天駐車場として転用申請

し、令和２年１２月２日付で許可を得てい

ます。今回、この計画について事業計画の

一部変更申請がありました。 

 変更の内容は 

・南面県道からの進入路を１か所から２か

所に分けること 

・北面及び東面の擁壁の設置を取りやめる

こと 

・周囲へ U字溝を整備すること 

の３点になります。また、このことについ

て周辺の農業者の了解も得ているとのこと

です。 

 今回、転用する農地番及び面積について

の変更はなく、計画の変更内容も軽微であ
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るため、現地調査及び事情聴取は行ってお

りません。以上です。 

◆会長（谷河 績）議案第４号について、

説明が終わりましたが、この議案について、

何かご意見、ご質問ございませんか。 

「異議なし、との声」 

ご意見、ご質問がないようでございますの

で、議案第４号は可決と決定しました。 

議案第５号 農地法第５条第１項の規定

による許可申請に対する意見について、提

案いたします。 

◆殿元副主査 番外、説明します。 

申請地の場所を示した簡易地図を議案と共

に配布していますので合わせてご覧くださ

い。 

№1 申請地は、・・・、安原小学校から

・・・に位置し、おおむね１０ヘクタール

以上の規模の一団の農地の区域内にあるた

め第１種農地に該当しますが、集落に接続

される住宅その他日常生活上又は業務上必

要な施設であり、不許可の例外に該当しま

す。申請人は現在賃貸住宅に居住していま

すが、子供が生まれ手狭になってきたこと

から、生活環境が整っている当該申請地を

個人住宅へ転用申請するものです。 

なお、開発許可申請中です。 

№2 申請地は、・・・、田井ノ瀬駅から

・・・ｍに位置し、おおむね３００ｍ以内

に鉄道の駅があるため第３種農地に該当し

ます。申請人は自営で土木建築業を営んで

おります。現在、自宅の横にある資材置場

を利用していますが、１２０㎡程度しかな

く、非常に手狭であることから、当該申請

地を土砂・砕石、建築資材等を保管する露

天資材置場として転用申請するものです。 

 なお、使用貸借権設定です。 

№3 申請地は、・・・、安原小学校から

・・・ｍに位置し、おおむね１０ヘクター

ル以上の規模の一団の農地の区域内にある

ため第１種農地に該当しますが、集落に接

続される住宅その他日常生活上又は業務上

必要な施設であり、不許可の例外に該当し

ます。申請人は、現在、賃貸住宅に居住し

ていますが、子供が生まれ手狭になってき

たことから、生活環境が整っている当該申

請地を個人住宅へ転用申請するものです。 

なお、開発許可申請中です。これらの案

件は一般基準を満たしていると思われます。

以上です。 

◆会長（谷河 績）議案第５号について説

明が終わりましたが、この議案について、

何かご意見、ご質問ございませんか。 

（異議なし、との声） 

ご意見、ご質問がないようでございますの

で、議案第５号は可決と決定しました。 

議案第６号 農用地利用集積計画につい

て、提案いたします。 

◆西森企画員 番外、説明します。 

本件は、農業経営基盤強化促進法第１８条

第１項の規定による農用地利用集積計画に

基づく利用権の設定で、新規の契約が１５

件ございました。 

賃借権が１件、使用貸借権が１４件の設

定です。貸借期間は議案書のとおりです。 

Ｎｏ．１からＮｏ．１１については、農業

委員会による利用権の新規設定、Ｎｏ．１

２からＮｏ．１５については、農地中間管

理事業による新規の設定です。 

面積は、田が１８，９５５㎡、畑が２，２

６０㎡、総面積が２１，２１５㎡です。 

また、うち農地中間管理事業による設定

が４件あり、面積は田が３，０７２㎡、畑
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が８５０㎡、合計面積が３，９２２㎡です。 

なお、１２ページのＮｏ．７、Ｎｏ．８、

１３ページのＮｏ．９については、新規就

農となり、現地調査ならびに事情聴取を行

っておりますので、担当の委員さんより報

告があります。以上です。 

◆会長（谷河 績）Ｎｏ．７～９につきま

して、現地調査並びに事情聴取を行ってい

ますので大河内委員さん報告願います。 

◆１２番（大河内 壽一) 報告いたしま

す。２８日に古川委員、山本委員と共に現

地調査及び事情聴取を行いました。 

・・・さんは、１８年前に奥さんとともに

日本に来て、永住権も持っています。岩出

市に在住し、車で１０～１５分程度で申請

地に通作できるとのことです。 

本業は・・・等の解体をし、輸出する業務

で、また岩出市でも既に８００㎡程度農地

を借りて耕作しているとのことです。 

本業もあるので、この程度の面積であれ

ば問題ないと思われます。皆様方の慎重な

ご審議方お願いします。以上です。 

◆会長（谷河 績）ありがとうございまし

た。議案第６号について説明、報告が終わ

りましたが、この議案について、何かご意

見、ご質問ございませんか。 

「異議なし、との声」 

ご意見、ご質問がないようでございますの

で、議案第６号は可決と決定しました。 

 以上で議案の審議は終了しました。 

１３時２０分 閉会 

 


